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西駒郷利用者の状況

１　施設別定員と現在員

２　利用者数の推移

 (1)　入所者

 (2)　通所者

３　出身地域別構成

 (1)　入所者

 (2)　通所者
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４　利用期間別構成

５　年代別構成

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 男 女
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１　西駒郷退所者の状況

人　数

か所数

２　圏域別の地域生活移行の状況（移行した先） ３ 地域生活移行者の日中活動の場
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3

4

1

7
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29

４　県内の入所施設からの地域生活移行の状況

11
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※再入所者１名は重複しているので、実質９名となっている。
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区　　　分　

西駒郷基本構想で想定
していた利用者数
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※生活寮は、平成18年度から県単制度廃止されている。
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16年度

19年3月31日現在

21

1

231

20年3月31日現在

261326

18年４月１日現在

225

現在の利用者数
17年4月1日現在16年4月1日現在

406

0

27

1

再　入　所 0 1 24

9

退所者合計 35 34

2

81 67

3

1

1

2

56

そ　の　他 1

29

地
域
生
活
移
行
者

アパート・生活寮

5

家　庭

小　　計

65

7か所

2

他　施　設

3

24

3

66グループ
ホーム

2

16年度

84

67

2

27か所

年　　　　度 15年度

西駒郷基本構想による
地域生活移行計画者数

32

2

71

9 1

56

25

42

4

3

※ＧＨ数は、欠員補充での入居もあり重複している

59

76

２０年度

15

7か所

1８年度

25

12か所

２０
（基本構想見直し）

50

１９年度

３０
（基本構想見直し）

45

32

7

17年度

52

24か所

31

15か所

65

1

17

24

2

1

1

1

6

1

1732

1

25

25

61

248

21年度20年度

18

新 規 入 所

1８年度

他の施設の状
況について
は、Ｈ19年３
月、Ｈ20年８
月、Ｈ21年５
月に調査

21年3月31日現在

その他 22

248

86

18

2

6

計

4

13

1

14

1

備　考



５　圏域別の地域生活移行の状況（出身圏域別） 6　移行率

1５年度
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上　小

県　外

佐　久

計

8
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47
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1

佐　久

圏　域 移行希望
15年７月現在

23

12

7

40

21

47

27

8

2

2

257

0

21

松　本

7

木　曽

18

6

1

14

43

7

大　北

長　野
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14

8

63

47
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平成22年９月１日現在　（単位：人）

本人､家族一致

地域移行希望

佐　久 3 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上　小 4 1 3 3 1 0 0 1 0 2 0 0 0

諏　訪 28 14 14 9 6 2 0 3 0 1 0 0 1

上伊那 36 18 18 11 4 1 0 3 0 3 2 0 1

飯　伊 12 7 5 2 2 0 0 1 0 2 0 0 0

木　曽 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

松　本 45 27 18 15 4 1 4 2 0 4 1 0 1

大　北 6 4 2 2 1 0 2 1 0 0 0 1 0

長　野 22 10 12 9 3 0 0 3 2 0 1 0 1

北　信 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県　外 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 159 83 76 53 21 4 6 14 2 12 4 1 4

69.7%

※聴取り調査は、今後も定期的に行うため、数字は変わっていきます。

57 ＋５（H22年4～8月の地域移行者数） 62  

(1)家族の地域移行希望の他に、資源が整えば地域生活を希望する者６名を含める。
(2)日中活動の場等は、利用者本人の地域移行希望者のうち、グループホームを希望した３５名の状況である。
(3)黄色は、家族が「受け皿が整うまで施設で⇒整えば地域生活移行へ」として分類した数値である。従って２１＋６＝２７名が家族の地域生活移行希望者数。

西 駒 郷 の 地 域 生 活 移 行 に つ い て の 聴 取 り 調 査 の 状 況

左記のうち利
用者本人意思

表示困難

ﾃﾞｲｻｰ
ﾋﾞｽ等

その他

圏　域
西駒郷の
利用者数

調　　　　　　　　　　査　　　　　　　　　　結　　　　　　　　　　果

意思表示可能者中の
地域移行希望者の割合

就　職
受け皿が整うま
で施設で・・・

福祉的
就　労

通所
更生

意思表示困難 意思表示可能
地域移行希

望
地域移行希望

日　中　活　動　の　場　等
利　　用　　者　　本　　人 家　　族



か

　求職相談者に応じたアドバイスや求人開拓、紹介状の発行
等を行い、障害者総合支援センターの就業支援ワーカーと連
携しながら、障害者の就労を支援する者。
　平成16年度から、全ての地方事務所商工観光課（商工観光
建築課）に配置された。

構造化

　自閉症児者の周囲で何が起こっているのか、彼ら一人ひと
りの機能に合わせて何をすればいいのかをわかりやすく提示
する方法。
　一般に自閉症児者は、言語による理解よりも視覚による理
解が相対的に得意であることから、住宅の内部や教室内での
家具等の配置に工夫を凝らして、自閉症児者に各場所や場面
の意味を視覚的に理解しやすくする物理的構造化や、見とお
しを視覚化するスケジュールの視覚化などがある。

ケアホーム
知的障害者や精神障害者が共同で生活する住居で、グルー

プホームで行われている日常的な生活援助に加えて食事や入
浴、排せつなどの介護を行う施設。

ケアマネジメント
援助を必要とする人に対して、地域の様々な社会資源を活

用したケアプラン(個別支援計画)を作成し、適切なサービス
を行う手法。

居住サポート事業
賃貸契約による一般住宅への入居を希望しているが、様々

な理由で入居が困難な障害者に対して入居に必要な支援を行
う事業。

グループホーム

地域の中にある住宅等において、共同で生活する数人の知
的障害者や精神障害者に対して、世話人による食事提供、金
銭管理などの日常的な生活援助を行う施設。他に介護保険制
度では｢認知症高齢者グループホーム｣がある。

　生活者自信が感じる満足度、安定感、幸福感などを規定す
る諸要因の質。日常生活動作の向上にとどまらず、文化活
動、家庭等非物質的側面も含め、障害者の社会生活の質的向
上が必要であるという概念。
　Quality Of Lifeの略

求人開拓員

強度行動障害

発達障害をもった方の、生来的に持っている資質そのもの
ではなく、不適切な対応や相互関係の中で形成された状態に
よって、激しい不安や興奮、混乱が生じ、いくつかの行動上
の問題が頻繁に日常生活に出現する状態。
（自閉症や知的障害などが医学や教育からの概念であるのに
対し、強度行動障害は激しい行動障害がもたらす本人の荒廃
や家庭の崩壊などの状況に対して、人権を保障する福祉の立
場から定義された概念。）
　出典：1999年．出版企画委員会編．「障害福祉の基礎養護-知的
　障害を中心に-」．財団法人日本知的障害者愛護協会

用語解説

ＱＯＬ（生活の質）

本文中、以下の用語が最初に使用
される時に、「*」を付けて用語
解説をします。

用　　　語 解　　　　　　　　説用　　　語 解　　　　　　　　説

 



 
 
 
 

か

さ

　５圏域の障害者総合支援センターに配置され、離職後の再
就職に向けた支援を行う者。

　1943年にカナー(Kanner，L．)により報告され、脳機能障
害が強く推測される発達障害とされている。その診断は、３
歳までに、①相互的社会交渉の質的障害、②言語と非言語性
コミュニケーションの質的障害、③活動と興味の範囲の著し
い限局性の３つの行動的症状がそろうことによりなされる。
これらの診断を特徴づける症状は３～６歳頃に最も著明に認
められる。
　出典：1999年．出版企画委員会編．「障害福祉の基礎養護-知的
　障害を中心に-」．財団法人日本知的障害者愛護協会

各圏域の障害者総合支援センターに配置され、ハローワー
クや教育機関等の地域の関係機関と連携しながら、障害者の
職業生活における自立に向けて、就職活動、職業準備訓練、
職場実習、職場定着などを支援する者。

重度の障害者等に対し、居宅介護、重度訪問介護、行動援
護、生活介護、児童デイサービス、短期入所、共同生活介
護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援及び旧法施設支
援（通所によるものに限る）を包括的に支援する事業所。

自閉症

再チャレンジ支援
ワーカー

工賃アップアドバイ
ザー

工賃アップ推進員

サービス管理責任者

就業支援ワーカー

　バリアフリーとは、バリア（障壁）となるものを取り除く
という意味。1993年３月に出された「障害者対策に関する新
長期計画」の中でバリアフリーについて「４つの障壁」とい
う考え方が打ち出された。この４つの障壁のひとつに、障害
者に対する差別や偏見など「意識上の障壁」があるが、こう
した心のバリアを取り除くこと。

心のバリアフリー

　工賃アップに関する事業全般への助言、モデル的事例の創
出、事業所の訪問指導、県内外への営業活動等を実施する
者。

　民間の経営ノウハウを施設運営に導入することを目的とし
て、施設に対する巡回指導を行う者。

　個別支援計画の作成に関する業務等を担当し、支援の全体
を管理する者。障害者自立支援法により、療養介護、生活介
護等の施設について、１名以上の配置が義務付けられてい
る。

在宅の重症心身障害児者が通園して、運動機能等の療育を
行うと共に、保護者等の家庭における療育技術の習得を図る
事業。
平成18年度から１日の利用人員を５人から８人に拡大する

B型特例事業を県単独事業として実施。

重症心身障害児者通
園事業

重度障害者等包括支
援事業所

用　　　語 解　　　　　　　　説

 



 
 
 
 

さ

た

相談支援事業をはじめとする地域の障害福祉に関するシス
テムづくりに関し、中核的な役割を果たす協議の場として、
市町村が設置するもの。

平成21年度から、長野県における従来の福祉関係の県単独
補助事業を整理統合することにより、市町村が様々な福祉
サービスを総合的・一体的に実施することを可能にするとと
もに、市町村が地域福祉の充実に向けて取組む独自事業を新
たに助成の対象する事業。

県庁及び現地機関において、知的・精神障害者５人を純非
常勤職員として最大10か月間雇用する事業。

　在宅で介護を受けている高齢者等が、デイサービスセン
ターに通い、入浴、食事の提供、機能訓練、介護方法の指導
などを受けるサービス。介護保険制度では、指定通所介護事
業という。

学校教育法等の改正により、盲、聾、養護学校を障害の種
別を超えた特別支援学校に一本化した。在籍児童等の教育を
行うほか、小中学校等に在籍する障害のある児童生徒等の教
育について助言等を行う。

な

タイムケア事業

成年後見制度

地域自立支援協議会

障害者就業・生活支
援センター

ジョブコーチ

地域福祉総合助成金

特別支援学校

チャレンジ雇用事業

障害のある人もない人も、誰もが社会の一員として、あら
ゆる活動に参加できることが普通であるという考え方。

デイサービス

ノーマライぜーショ
ン

生活支援ワーカー

各圏域の障害者総合支援センターに配置され、障害者の家
庭や職場等を訪問することなどにより、本人の生活上の相
談、職業生活に関する相談を受けたり、余暇活動、近隣との
人間関係及び親戚等との関係を調整するなど、地域生活に必
要な支援を行う者。

障害者が職場に対応できるよう、職場に出向き、障害者が
仕事に適応するための支援や、人間関係等、職場でのコミュ
ニケーションを改善するための支援を行う者。

知的障害、精神障害、認知症などにより、判断能力が不十
分な成年者の財産や権利を保護するための制度。

障害児者とその家族等が求める短期間で日常的な援助の要
望に対し、家族等に代わり一時的に障害児(者)の介護等を行
い、地域生活を支援する事業。休息の意味である「レスパイ
ト」ともいう。

　就職支援、職場定着支援や生活支援などを行う拠点施設。

用　　　語 解　　　　　　　　説

 



 
 
 
 

は

ら 療育コーディネー
ター

福祉サービス第三者
評価

発達障害者支援セン
ター

発達障害

各圏域の障害者総合支援センターに配置され、相談に応じ
た障害児に関するサービス調整や、ボランティア活動を行う
者の育成、地域住民に対する啓発活動を行う者。

発達障害者支援法では、自閉症、アスペルガー症候群その
他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他
これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢に
おいて発現するものとして定められているもの。

福祉サービスを提供している事業所やそのサービスを利用
している利用者以外の公正・中立な立場の第三者評価機関
が、提供されている福祉サービスについて評価を行う制度。

発達障害者支援法に基づき、自閉症をはじめとする発達障
害に関する相談や支援、研修・普及啓発活動を行う拠点施
設。

用　　　語 解　　　　　　　　説

 



平成22年度西駒郷基本構想見直しの経過 

 

１ 西駒郷基本構想策定委員会 

  第1回 平成22年５月14日（金） 構想見直しの論点等について 

  第2回     10月21日（木） ワーキンググループによる検討の中間報告 

  第3回     12月16日 (木)  素案決定 

 

２ ワーキンググループ会議 

(1) 地域生活支援ワーキンググループ 

 第1回 平成22年６月14日（月） （西駒郷のあり方と合同開催）構想見直しの論点 

 第2回     ７月15日（木） 高齢化への対応、相談支援体制のあり方 

 第3回     ８月24日（火） 地域生活を支える仕組みとは 

 第4回     ９月17日（金） 具体的な見直し箇所等について  

 第5回     11月10日（水） 西駒郷のあり方と合同開催、素々案の検討 

 

(2) 西駒郷のあり方ワーキンググループ 

 第1回 平成22年６月14日（月） （地域生活支援と合同開催）構想見直しの論点 

 第2回     ７月20日（火） 入所施設に求められる機能とは 

 第3回     ８月27日（金） 西駒郷が担うべき役割 

 第4回     ９月21日（火） 具体的な見直し箇所等について  

 第5回     11月10日（水） 地域生活支援と合同開催、素々案の検討 

 

３ その他 

(1) 西駒郷職員との意見交換会 

平成22年10月13日（水）、平成23年１月７日（金）及び１月31日（月）に計５回実施 

 

(2) 西駒郷保護者との意見交換会 

平成22年10月18日（月）、10月29日（金）及び平成23年１月31日（月）に計３回実施 

 

(3) 県民意見公募（パブリックコメント） 

平成22年12月17日から平成23年１月16日まで実施 

 



西駒郷基本構想の概要（平成１６年３月策定） 
 
１ 目  的    西駒郷基本構想は、ノーマライゼーションの理念に基づいて、知的障

害者が地域で普通の暮らしをすること、また、利用者への支援内容の充

実や居住環境の改善を図るための具体的方策を明らかにします。         
 
２ 性  格    この基本構想は、西駒郷のあり方とともに、全県の知的障害者の地域

生活を積極的に支援することを示します。西駒郷をはじめ、県内の施設

入所者の地域生活移行の促進と、在宅福祉を充実するという、長野県が

目指す方向を示し、県民・市町村・社会福祉法人等に協力を求めていき

ます。 
 
３ 対象とする期間 

   長期的な観点も視野に入れ、平成１５年度から２４年度（１０年間）

を構想期間とします。 
西駒郷の将来像については、地域生活移行の状況により、また社会環

境の変化等に対応できるよう、施設整備計画を含め平成１８年度に見直

しを行います。 
 
４ ５か年の地域生活移行推進プラン 
          平成１５年度から１９年度までの５年間を地域生活移行推進プラン

の期間とし、地域生活移行の取組を示し集中的に進めます。プランの進

行管理は毎年行います。 
 
５ 西駒郷の将来像 

（１）５年後の西駒郷 
○ 西駒郷の入所定員は、利用者の地域生活移行を進め、順次縮小して

いきます。このため、地域生活の支援体制を全県的に整備し、５年間

で２５０人程度の地域生活移行が実現できるよう努め、５年後の入所

定員は１９０人程度とします。 
○ 当面６０人規模の居住棟を１棟建設するとともに、並行して、既存

の居住棟については、計画的な地域移行を進めて４人部屋を解消し、

必要な改修を行い、居住環境を改善します。 
○ 通所更生（２０人程度）及び通所授産（６０人程度）の機能を、西

駒郷の既存の作業棟などを活用して開設し、地域生活移行した西駒郷

利用者と、地域の在宅の方を対象とした日中活動の場としての機能を

持つ施設とします。なお、通所授産施設については、利用者の地域生

活移行の状況により、分場等を上伊那圏域内に設置することも検討し

ます。 



 

○ 知的障害児施設としての機能は平成１６年度末をもって廃止します。

なお、現在、知的障害児施設へ入所されている方については、地域生

活移行、あるいは、｢者｣の施設としての西駒郷への入所手続きを進め

ます。 
（２）１０年後の西駒郷 

○ ５か年の地域生活移行推進プラン後も地域生活移行を進め、１０年

後は、上伊那圏域を対象とした６０～１００人程度の入所更生施設 

（２０～４０人の通所部併設）となることを目指します。 
○ 入所授産施設は廃止し、既存の施設を活用して６０人程度の通所授

産施設とします。入所更生施設の通所部と併せ、在宅の障害者を積極

的に支援する施設とします。 
（３）西駒郷の運営主体 

○ 西駒郷は、今後、上伊那圏域を対象とした施設となることから、施

設の運営は他の圏域と同様に、将来的には社会福祉法人が担うことと

します。 
 
 
 

 
 

 

 
 
生業部 
221 人 

 
保護部 
５３人 

 
更生 
訓練部 
139 人 

 

入所者数 
４３７人 
(H15.7.1) 

入所者数  
１９０人程度 

入所定員 
60～100 人 

 
入所更生施設 
 

入所更生・ 
入所授産施設 
 改築居住棟 

（入所更生） 
60 人 

5 年後の将来像 

知的障害児施設24 人 
廃止 

 

入所授産施設 
廃止 

入

所

更

生 
定員 
２２０

人 
 
障害児 
３０人 
 
入

所

授

産 
 
定員 
２５０

人 

通所更生 
(20 人程度) 

 
通所授産 

(60 人程度) 

 分場等 

地域生活移行 
250 人程度 

地域生活移行 
継 続 

通所更生 
(20～40 人程度) 

 
通所授産 

(60 人程度) 

 分場等 

現  在 
（全県対象） 

10 年後の将来像 

（上伊那圏域対象） 



西駒郷基本構想の概要（平成１８年度見直し） 

 
 

１ 目  的   西駒郷基本構想は、ノーマライゼーションの理念に基づいて、知的障

害者が地域で普通の暮らしをすること、また、利用者への支援内容の充

実や居住環境の改善を図るための具体的方策を明らかにします。         
 

２ 性  格   この基本構想は、西駒郷のあり方とともに、県内の知的障害者の地域

生活を積極的に支援することを示します。西駒郷をはじめ、県内の施設

入所者の地域生活移行の促進と、在宅福祉を充実するという、長野県が

めざす方向を示し、県民・市町村・社会福祉法人等に協力を求めていき

ます。 
 

３ 対象とする期間  

長期的な観点も視野に入れ、平成 15 年度から 24 年度（10 年間）

を構想期間とします。 
 

４ ５か年の地域生活移行推進プラン 

            平成 15 年度から 19 年度までの５年間を地域生活移行推進プランの

期間とし、地域生活移行の取組を示し集中的に進めています。 
            また、平成 20 年度から 24 年度までの５年間を後期地域移行推進プ

ランの期間とし、引き続き移行を推進します。プランの進行管理は毎年

行います。 
 

５ 西駒郷の将来像 

(1) 平成 24 年度の西駒郷 

○ 施設入所の事業所としては、５か年の地域生活移行推進プラン後も地域生

活移行を進め 10 年後は入所授産施設を廃止し、60～100 人程度の施設入

所支援事業所となることを目指します。 
○ 日中活動の事業所としては、既存の施設を活用した生活介護事業所、自立

訓練事業所、就労移行支援事業所及び就労継続支援事業所として、西駒郷か

ら地域生活移行した利用者や在宅の障害者を支援します。 
(2) 西駒郷の運営主体 

西駒郷は、平成 17 年度から指定管理者制度を導入し、現在、長野県社会福

祉事業団が運営しています。平成 19 年度までは同事業団へ県職員を派遣しま

すが、平成 20 年度以降は原則として事業団職員による運営が行われます。 
          施設運営上の状況や条件の変化を踏まえて、運営の仕方を十分検討しながら

進めてまいります。 



 

 
 
 

 
 

平成 15 年度 平成 24 年度 平成 19 年度 

 
 
生業部 
221 人 

 
保護部 
53 人 

 
更生 
訓練部 
139 人 

 

入所者数 
437 人 
(H15.7.1) 

入所者数  
190 人程度 

入所定員 
60～100 人 

 
施設入所 

 

入所更生・ 
入所授産施設 
 改築居住棟 

（入所更生） 
60 人 

知的障害児施設24 人 
廃止 

 

入所授産施設 
廃止 

入

所

更

生 
定員 
220人 

 
 
障害児 
30人 

 
入

所

授

産 
 
定員 
250人 

通所更生 
(20 人程度) 

 
通所授産 

(60 人程度) 

 

地域生活移行 
250 人程度 

地域生活移行 
継 続 

 
 

生活介護 
 
 
 
 

就労移行支援 
就労継続支援 

西駒郷自律支援部 西駒郷地域生活支援センター 西駒郷地域生活支援センター 



常 務 理 事 堀 米 信 一
上小圏域障害者総
合支援センター

相 談 支 援 専 門 員 橋 詰 正

会 長 大 槻 正 春
（福）ながの障害者生
活支援協会

総 括 セ ン タ ー 長 岸 田 隆

会 長 宮 下 智 アトリエCOCO 施 設 長 綿 貫 好 子

相 談 支 援 体 制 整 備
推 進 ア ド バ イ ザ ー

福 岡 寿
松本圏域障害者相
談支援センター

相 談 支 援 専 門 員 片 桐 政 勝

部 長 桑 島 昭 文  地域生活支援 西駒郷（事業団）
地 域 移 行 推 進 課
専 門 員

藤 原 香 澄

課 長 岸 田 守 松本圏域市町村
松本圏域自立支援協議会
幹事長（塩尻市福祉課係
長）

百 瀬 公 章

課 長 小 林 良 清
西駒郷地域生活支
援センター

主 査 自 立 支 援 員 原 宏 幸

課 長 吉 川 篤 明
諏訪地域障害者自
立支援センター

相 談 支 援 体 制 整 備
推 進 ア ド バ イ ザ ー

山 田 優

課 長 寺 沢 博 文
北信圏域障害者総
合相談支援センター

相 談 支 援 体 制 整 備
推 進 ア ド バ イ ザ ー

福 岡 寿

園 長 小 山 武 司 障害者支援課
主 任 自 立 支 援
専 門 員

桜 井 孝

所 長 土 屋 一 都 （特非）SUN 理 事 長 藤 村 出

所 長 岡 庭 和 義 さんらいずホール 施 設 長 茅 野 隆 徳

所 長 中 村 茂 美 　　西駒郷の ライフステージかりがね 施 設 長 小 林 彰

課 長 海 野 清 　　あり方
（福）りんどう信濃会
駒ヶ根悠生寮

寮 長 赤 尾 正 洋

　　県立施設の役割 親愛の里松川 施 設 長 宮 下 明

　　支援内容 西駒郷（事業団） 次 長 滝 茂 樹

　　運営、施設整備
北信圏域障害者総
合相談支援センター

相 談 支 援 体 制 整 備
推 進 ア ド バ イ ザ ー

福 岡 寿

障害者支援課 課 長 補 佐 清 水 剛 一

伊那保健福祉事務所福祉課

西駒郷地域生活支援センター

健康長寿課

障害者支援課

地域福祉課

職　　　名 氏　　　　名

○西駒郷基本構想策定のためのワーキンググループメンバー○西駒郷基本構想策定委員会委員

所　　　　　属 職　　　名 氏　　　　名 所　　　属

健康福祉部

(福)長野県社会福祉事業団

特別支援教育課

グループ名

相談支援関係者

西駒郷保護者会

長野県知的障害福祉協会

知的障害者更生相談所

信濃学園

西駒郷




